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北大水産禁報
38(3)， 301-310. 1987. 

アニサキス幼虫の活力に及ぽす酢酸および食酢の影響

飯田 優・・岡 重美*

大黒 徹*・大石圭一$

EfIect of Acetic Acid Reagent and Vinegar 

on the Activity of Anisakis Larva 

AもsushiIIDA， Shigemi OKA， Toru DAIKOKU 

and Keiichi OISHI 

Abstract 

Anisakis 1arva is a midd1e hos七parasl七eof fish，阻dis found frequent1y on the visera of 
fish caugh七a10ng七hese蹴oastof Japω. This 1iving 1arva can perforaもethe walls of 
digestive organs in humans and is causa七iveof Anisaki嗣is.
J apanese haveもhecustom of Elating raw fish，ぬus，七hereis色.hedanger of Anisaki回 is
setting in. Before raw fish is 抽.ten，i七isof七encooked with vinegar. Therefore，もhepr.酎ent
paper dea1s withも.heeffec七ofaceもicaιid reager比，4.5% rice vinegar and 15% brewing vinegar， 
on七heactiviもYof Anisakis 1arva or i臼 cy山.
The resu1ts obωined are as follows. 
1. In a soaking加stusing脱出cacid reagent， rice vinegar and brewing vinegar， 
Anisakis 1arva showed a m紅ked七rendto die in叫cordwith七heheight of郎副cacid 
con回nもrationand 1egth of time. The 1etha1 effect on七he1arva w幽 morepowerfull when 
soaked in rice vinegar than in brewing vinegar even 叫 thesame concen七ra'七lon.
2. Anisakis cysts 10st their mobi1ity whenもheconcentration of acetic acid reagent 
soluもionwas more than 20%，七houghsome of七hemc副総doff泊施 skin. 
3. In a旬品 where七he1arva was 1eft on boi1ed rice dampened with brewing vinegar， at 

叩 aceticacid concentr抗ionof 0.5%， all theも間七1arvawere killed after 48 hours or 72 hours. 

緒言

アニサキス幼虫は魚類を中間宿主とする寄生虫で，アニサキス幼虫寄生魚はわが国で多種，多

量漁獲され，利用されている。ヒトが，この幼虫を生きたまま摂取するとアニサキス症を起こす

ことが知られている。わが国では生魚を食する機会が多いので，生魚の摂取は問題となってい

る九生魚の摂取の際，食酢で調理することがある。食酢がアニサキス幼虫の活力を減退させるた

めにどれだけの効果があるかがまだ充分解明されていない九それ故本研究では，食酢のアニサキ

ス幼虫に対する効果を調べたものである。

' 北海道大学水産学部食品化学第二講座
(LabOTaωry 01 F，ωd Hygi.開 e，Fac叫lty01 F:凶heries，Hokkaido UnIi四rsity)
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材料および方法

アニサキス幼虫 1986年 1月および 1987年 1月に函館近海で漁獲されたスケトウダラの内蔵

より採取したものを用いた。

試料薬品 試料として用いた薬品および食用酢は次の通りである。酢酸:特級試薬 和光純薬

製，食酢:1.白菊 (TA4.5% 米酢 ミツカン酢製)，食酢:2. MHVS (TA 15% 醸造酢 ミツ

カン酢製)

アニサキス幼虫の生死の判定 生死の判定は虫体に刺激を与え，反応の有無の観察によった。

水溶液中における酢~農度とアニサキス幼虫の致死時間 特級試薬酢酸を生理食塩水で次の酢

酸濃度に希釈し (0，5，10， 12ム15，16， 17ム20，25%)，食酢 Iは同様にして 0，1， 1.6， 2.5， 4， 4.5% 

の酢酸濃度に希釈して，食酢2は0，3.75， 6.00， 9.50， 15.00%の酢酸濃度に希釈した。それぞれの

希釈液20mlを直径9cmのシャーレにとり，これにアニサキス幼虫 10隻を入れ， 5士宮Cの冷蔵

庫内に保ち， 1， 24， 48， 72時間ごとに死数を観察した。

水溶液中における酢酸温度とシスト中におけるアニサキス幼虫の動態 予め生理食塩水で試薬

酢酸を濃度， 0， 10， 16， 20， 31ム40%に希釈したもの各20mlを直径9cmのシャーレにとり，こ
れにシストの中にいるアニサキス幼虫 10隻を入れ， 5士宮Cの冷蔵庫内に保ち， 0， 1，24，48，72，96， 

120， 168時間ごとにシストから脱出する幼虫の数を観察した。観察に当たって，シストからの幼

虫の脱出の程度をA，B， C，Dに分けた。即ち，活力Aはシスト中にあるもの，活力Bはシスト
中より頭部のみ脱出したもの，活力 Cはシストより体半分が脱出，活力 Dはシストより体の 2/3

以上が脱出したものとした。また，予めシャーレを4分画し，経時的に幼虫のシスト脱出と共に

移動の度合いを観察した。

米飯中における酢費量5農度とアニサキス幼虫の致死時聞 この研究に用いた米は，最高と最低が
5，700円-3，690円/10kgのホクレン・パールライスの中からキタヒカリ (4，290円/10kg)を選ん

で用いた。炊飯にはナショナル電子ジャー炊飯器SR-CI8MTを用い，指示されている標準法の通

りに炊いた。炊飯後，米飯を室温に冷却し，この米飯の重量に対して， 15%接造酢を酢酸濃度が

0，0.12，0.17，0.30，0.47，0.75，1.20%になるように混ぜ， 3∞ml容のビーカーに詰め，これにアニ
サキス幼虫 10隻を入れたグループと，また同様に 15%醸造酢を混ぜ， 1.20， 1.875， 3.00， 4.725， 7.50， 

Table 1.1. Effecもof即:eticacid reagent concentration on time of Anisakis larva 
mortality 

Ac杭icacid Number Elapsed time (h) 
∞ncentra七lOn ofもes七ed
(%) larva 2 12 24 48 72 

。 10 。 。 。 O 0-1 

5.00 10 。 O 0-3 0-5 1-8 

10.00 10 0-2 1-3 3 1-7 1-9 5-10 

12.50 10 0-3 0-4 8 5-10 8-10 10 

15.∞ 10 2 3 10 

16.00 10 3-7 基-8 10 10 10 

17.50 10 6 8 10 

20.00 10 3-8 8-10 10 10 10 

25.00 10 10 10 10 10 10 

一 notde七ermined
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アニサキス幼虫への酢酸および食酢の影響飯田ら:

Table 1.2. Effec七of15% brewing vinegar concentration on time of 
Anis晶kislarva mortality 

Elapsed time (h) Number 
of七esもed
larva 

Acetic acid 
concentratlOn 
(%) 72 
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Table 1.3. Effec七of4.5% rice vinegarωncentration on time of Anisakis 
larva mortality 

Elapsed七ime(h) Number 
ofもes旬d
larva 

Aceもicacid 
concen七mtion
(%) 72 
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Fig.1. Eff田七 ofvinegar and acetic蹴 idreager比 concentrationson七imeof Anisakis larva 
mor凶lity. 一一一一一;脚七印刷dreagent， 4.5% rice vinegar，一 ; 15% 
brewing vinegar. 
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12.00%の酢酸濃度になるようにし，アニサキス幼虫 10隻を入れたグループを作った。これらを

5:t20Cの冷蔵庫に入れ， 3あるいは 4，24，48，72時間ごとに幼虫の死数を観察した。

実験結果

1.水溶液中における酢酸濃度とアニサキス幼虫の致死時間 得られた結果を表1.1，1.2，1.3に

示した。以上の3表より図 1を作成した。

2. 水溶液中における酢gjJ度とシスト中におけるアニサキス幼虫の動態実験結果を表 2.1，
2.2， 2.3， 2.4， 2.5， 2.6に示し，これより図 2を作成した。

3. 米飯中における酢酸濃度とアニサキス幼虫の致死時間 実験結果を表 3.1，3.2と図 3.1，3.2 

に示した。

Table 2.1. Effect of 0% acetic acid reagent on activity of Anisa.kis larva in cysもS

Elapsed 
24 48 72 96 120 168 

time (h) 

A 9 9 7 7 7 7 6 
State of B l O 。 O O O 
ecdysis. C 。 。 O 。 O O 。

D 。 O 3 3 3 3 4 

Survival 
3 3 3 3 4 

number 

1 10 10 9 8 7 7 7 

Mp倒igirもaiotinnHg 2 。 O 。 。 。 。 。
3 。 O 。 O 3 3 2 
4 。 。 1 2 。 。 1 

• A; cyst， B; only head pro七rudingfrom cyst， 
C; half of the body proもrudingfrom cyst， 
D; more thanもwothirds of body proもrudingfrom cyst 

•• see p. 302 inもhebody 

Table 2.2. Effecもof10% acetic叫 idreagent on activity of Anisakis larva in cys臼

uEmlaeps(ehd ) 24 48 72 96 120 168 

A 6 3 3 2 2 2 2 
State of B O 。 O 。 。 。
ecdysis. C O 。 。 O O 。 O 

D 3 7 7 8 8 8 8 

Survival 
4 4 2 。

number 

I 5 5 5 9 9 9 9 

pEIolseitai，otlnI1-g 場 2 。 O 。 I 。 。 。
3 4 4 5 。 1 I 1 
4 1 O 。 O O O 

•.• • see Table 2.1. 
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飯田ら. アニサキス幼虫への酢酸および食酢の影響

Table 2.3. Effect of 16%齢的ic叫 idreagent on activity of Anisakis larva in cysts 

Elapsed 
24 48 72 96 120 168 

もime(h) 

A 7 4 4 4 4 4 4 
Staもeof B 1 。 。 。 。 O 。
ecdysis‘ C 。 1 。 O O 。 。

D 2 5 6 6 6 6 6 

Survival 
3 。 O 。 。 O 

number 

l 8 8 10 10 10 10 10 

MDOiSg1Tも抗10i1ng 
2 1 1 。 O 。 。 。

P国 ition** 3 O 。 O 。 。 O O 
4 1 l 。 。 O 。 。

車.'・ se噌 Table2.1. 

Table2.4. E質問むof20%叫 eticacid rea伊nton activiもyof Anisakis larva in cysω 

Elaneps{ehd 1 
もime(h) 

24 48 72 96 120 168 

A 8 8 8 7 7 7 7 
Sta旬。f B 。 。 。 O O 。 。
ecdysis事 C O 。 。 。 。 。 。

D 2 2 2 3 3 3 3 

Survival 
2 。 O 。 。 。 O 

number 

1 10 10 10 10 10 10 10 

Mp田lgirもaio七mnHg 2 O 。 O 。 。 。 O 
3 。 。 。 。 。 O 。
4 。 O 。 O O 。 。

車.** se哩 Table2.1. 

Table 2.5. Effect of 31.5% a田町釦id即時enもonactiviも.yof Anisakis larva in 

cysts 

Elapsed 
24 48 72 96 120 168 

もime(h) 

A 8 8 8 6 5 4 4 
Sも乱teof B 2 1 1 O 1 1 1 
ecdysis* C 。 l 1 。 。 O 。

D 。 O 。 4 4 5 5 

Survival 
2 2 。 。 O O 。

number 

1 10 10 10 10 10 10 10 

MPOiSg1rh叫oinn*E• 
2 。 O 。 。 。 O 。
3 O 。 。 O O 。 。
4 O 。 。 。 。 。 O 

弘事車 see Table 2.1. 
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Effect of 40% acetic acid reagent on aωlVlもyof Anisakis larva in cysts Table2.6. 
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アニサキス幼虫への酢酸および食酢の影響飯田ら・

Table 3.1. Effect of 15% brewing vineg晶rdampened boiled rice on time 
of Anisakis larva mortality 

Elapsedもime(h) Number 
of tesωd 
larva 

A凹七icacid 
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Table 3.2. E質問七of15% brewing vinegar dampened boiled rice on七ime
of Anisakis larva mortality 

Elapsedもime(h) Number 
of七回旬d
larva 

A田もica且id
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察

1. 水溶液中における酢酸濃度とアニサキス幼虫の致死時間 図1により考察し得ることを次

に述べる。特級試薬酢酸の場合，酢酸濃度 10%，1時間でアニサキス幼虫に影響はないが，酢酸濃

度が 25%になると幼虫は全部死んでいる。酢酸濃度が20%では， 2時間で幼虫は全部死んだ。し

かし酢酸濃度が 17%では 12時間， 15%では 24時間， 10%では 72時間後も全部死ぬとは言いき

れない。

酢酸濃度が 15%の業務用醸造酢の場合は特級試薬酢酸の結果とほぼ同じである。酢酸濃度が

4.5%の米酢の場合には前2者に較べて，より薄い酢酸濃度，より短い時間でアニサキス幼虫の致

死効果が著しいといえる。

2. 水溶液中における酢鹿島理度とシスト中におけるアニサキス幼虫の動態 図2により，試薬

酢酸の濃度とシスト中のアニサキス幼虫の動態を考察すると次の様である。アニサキス幼虫のシ

スト脱出の最も著しいもの，及びシャーレ内で移動の最も著しいものは酢酸の濃度が 10%のグ

ループである。脱出隻数の最も少ないものは酢酸の濃度が20%のグループである。対照実験の酢

酸濃度が0%のグループの脱出隻数及びシャーレ内の移動は全体の平均的な程度となっている

が，この理由は不明である。

一方シスト内のアニサキス幼虫は家兎に感染することが確認されているのでり，感染と皮嚢幼
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Fig.3.1. E質的色 of 15% brewing vinegar dampened boiled rice on七imeof Anisakis larva 
mortality.Number shows time (hour) of mortality. 

1.0 05 。

虫の関係を更に詳しく調べてからこの問題を追及したい。

3. 米飯中における酢酸濃度とアニサキス幼虫の致死時間 図3.1によれば醸造酢の濃度

0.75%以下のものでは， 3時間後にアニサキス幼虫の死数はOであった。 24時間後には死虫が

50%前後見出され， 48時間後には濃度0.5%以上で全ての幼虫が死んでいる。

図3.2の醸造酢の場合， 4時間後における死数はほとんどなく， 24時間後に死数は多くなってく

るが，図 3.1の幼虫死滅作用よりも効果が低い。これについては更に検討を続けたい。

約

1. 水溶液中における酢酸濃度とアニサキス幼虫の致死時聞は，特級試薬酢酸の場合，酢酸濃度

10%，1時間でアニサキス幼虫に影響はないが，酢酸濃度が25%になると，幼虫は全部死んだ。酢

酸濃度が20%では， 2時間で幼虫は全部死ぬ。酢酸濃度が 17%では 12時間， 15%では24時間，

10%では 72時間後も全部は死ななかった。

酢酸濃度が 15%の業務用醸造酢の場合は特級試薬酢酸の結果とほぼ同じであるが，酢酸濃度が

4.5%の米酢の場合には前2者に較べて，より薄い酢酸濃度，より短い時間でアニサキス幼虫の致
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アニサキス幼虫への酢酸および食酢の影響飯田ら:
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Fig. 3.2. Effect of 15% brewing vinegar dampened boiled rice on七imeof Anisakis larva 
皿ortality. Number shows time (hour) of mortality. 

10 5 。

死効果が著しし、。

2. アニサキス幼虫のシスト脱出，シャーレ内で移動の最も著しいものは試薬酢酸の濃度が

10%のグループであった。脱出隻数の最も少ないものは酢酸の濃度が20%のグループであった。

対照実験の酢酸濃度が0%のグループの脱出隻数及びシャーレ内の移動は全体の平均的な程度と

なった。

3. 米飯中では醸造酢が0.75%以下では3時間後にアニサキス幼虫の死数はOであった。この

条件で24時間後に死虫が50%前後見出され，濃度0.5%以上では48時間後に全ての幼虫が死ん

だ。

辞

供試食酢提供などの協カをいただいた株式会社中埜酢庖に深謝する。
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